
「放哉」南郷庵
みなんごあん

友
とも

の会
かい

会員
かいいん

をはじめ、放哉ファンの方々
かたがた

が島内外
とうないがい

から約
やく

６０名
    めい

出席
しゅっせき

し放哉を偲
しの

びました。西光寺
さいこうじ

本堂
ほんどう

で献
けん

茶
ちゃ

、読経
どっきょう

、御詠歌
ご え い か

、ピアノ弾
ひ

き語
がた

り、資
し

料
りょう

寄
き

贈
ぞう

者
しゃ

への感
かん

謝
しゃ

状
じょう

贈
ぞう

呈
てい

式
しき

を執
と

り行
おこな

いました。その後
ご

、参列者
さんれつしゃ

とともに共同
きょうどう

墓地
ぼ ち

にある墓
はか

で、１００回
かい

忌
き

記
き

念
ねん

に建
た

てられた

角
かく

塔
とう

婆
ば

の除幕式
じょまくしき

を行いました。墓碑
ぼ ひ

には放哉の好
す

きだった桃
もも

の花
はな

を供
そな

え、お酒
さけ

を注
そそ

ぎました。 

午後
ご ご

から、今回
こんかい

で最終
さいしゅう

回
かい

（計
けい

4 回）となる「朗読劇
ろうどくげき

」を行
おこな

いました。放哉と荻原
おぎわら

井泉水
せいせんすい

の書
しょ

簡
かん

や入
にゅう

庵
あん

食
じっ

記
き

などから、南郷庵で終焉
しゅうえん

を迎
むか

えた放哉について意見
い け ん

交換
こうかん

をしました。（※朗読台本
だいほん

は、

友の会会報
かいほう

第
だい

３５号
ごう

に掲
けい

載
さい

されています。会報は記念館にあります。）その後、第
だい

２４回放哉ジュ

ニア賞
しょう

授与式
じゅよしき

では、島内
とうない

受賞者
じゅしょうしゃ

１６名が出席
しゅっせき

し賞 状
しょうじょう

と副賞
ふくしょう

が授与
じ ゅ よ

されました。 

当日
とうじつ

は天候
てんこう

にも恵
めぐ

まれ、百回忌という大
おお

きな節
ふし

目
め

を多
おお

くの方
かた

々
がた

とともに迎
むか

えることができまし

た。心
こころ

よりお礼
れい

申
もう

し上
あ

げます。こ

れを機
き

により一層
いっそう

放哉の魅力
みりょく

を

お伝
つた

えできるよう尽
じん

力
りょく

して参
まい

り

ますので、何卒
なにとぞ

よろしくお願
ねが

い申

し上げます。 
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●放哉だより発行日  

□記念館休館日 □資料館休館日 

尾崎放哉

百回忌 
4 月 7 日(月) 

本堂前で記念撮影 本 堂 散
さん

 華
げ

 

角塔婆 

墓碑と角塔婆 角塔婆除幕 墓 参 

「朗読劇」朗読者側 「朗読劇」出席者側 ジュニア賞授与式 

放哉ジュニア賞優秀賞受賞作品展 

第２４回放哉ジュニア賞で優秀
ゆうしゅう

賞
しょう

を受賞
じゅしょう

した作品
さくひん

の

自筆
じ ひ つ

短冊
たんざく

を、５月８日（木）まで記念館に展示
て ん じ

していま

す。５月１２日（月）から２３日（金）までは中央
ちゅうおう

公民館
こうみんかん

１階
  かい

ロビーに展示しますので、是非
ぜ ひ

ご覧
  らん

ください。 

散華とは法要などで華(花)を撒く

こと。現代では蓮の花びらに模った

色紙が代用されることが多い。 


